森田正馬（まさたけ）
森田療法　　　

①不安神経症　心気症　強迫神経症を対象
②それらの基盤となる素質を「神経質」と呼んだ

③特定の事柄に注意を集中することによって、それらにとらわれてしまう精神交互作用によっておこる悪循環

④精神交互作用を打ち切り、その人が本来もっている健康な力　「生の欲望」を引き出す

⑤不安を「あるがまま」に受け入れて、よくなりたいという「生の欲望」に従って行動を体得していく

